
西高校生レポート西高校生レポート 西高農場は、地域とともに先端技術の研究・研修、憩
い、自然とのふれあいの『場』として開放しています。

　能代西高校の敷地内には、花を栽培するための温
室があり、１年を通して生徒たちが花の栽培管理を
行っています。ハウスにはシクラメンやプリムラな
ど様々な花が栽培され、校内の花壇を彩るほか、西
高祭や産業フェアなどで販売されています。
　その中でも、毎年見事な花を咲かせる西高のシク
ラメンは特に人気があります。その栽培は、シクラ
メンは陽ざしに弱いため、遮光をして環境を整える
ほか、２０℃以下の環境が適温で、扇風機２台を使っ
て風を循環させるなど栽培管理を徹底しています。
　また、現在は課題研究発表会に向け、草木染めに
挑戦しています。その方法は、ペチュニアの花を取
り、手でちぎり、それを熱湯で煮て布を染めるという
ものです。生徒らは様々な色のペチュニアを使って
布を染め、作品作りに一生懸命取り組んでいます。

　管内の高校生を対象に、山本地域振興局農林部が主催となって行ってい
る「平成２９年度高校生の農業を学ぶ会」が１０月２７日に開催され、生物資源
系列２年生の生徒が、能代市の（有）大和農園、八峰町の松岡食品、（有）峰
浜培養を訪れました。
　このうち、（有）大和農園では農業法人経営についてや雇用就農について
を代表の大塚和浩さんから学びました。能代西高から就職した生徒もおり、
参加者は大塚代表の話を熱心に聞いていました。また、松岡食品では、豆
腐加工施設の視察や地元産大豆の「リュウホウ」を使った豆腐作りに挑戦
しました。試食などを通して、地元食材を使った加工販売品について理解
を深めました。

　能代西高校主催のＰＴＡ交流会が１１月２５日に開催され、能代市内の５高
校と秋田市や男鹿市の高校のＰＴＡ会員など約５０人がそば打ちの体験をし
ました。使用したそば粉は、７月に種をまき、１０月に収穫したもので、石
川そばの福士正信さんを講師に招きそば打ち体験が始まりました。
　参加者は４～６人が１グループとなり、こねる作業や生地を伸ばす作業
などを分担して行いました。作業の途中では、生徒がアドバイスをする場
面もあり、参加者は熱心にその話を聞いていました。参加者からは「初め
てそば打ちをやったが、見ているのとやるのでは全然違っていた。こんな
に力が必要だとは思わなかった」といった感想が聞かれました。

～高校生の農業を学ぶ会～

～ＰＴＡ交流会を開催～

～温室の花栽培～

↑様々な色のシクラメンを栽培しています。 ↑アザレアの新芽取りを行う生徒 ↑課題研究にも取り組んでいます。

獅子座（7・23〜8・22）　物事をネガティブに考えやすい時期。持ち前の明るさを忘れずに。また、うわさ話に興味を持つのも運気低下のもと
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